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第
二
七
五
号
（明一―
六
4
.―立）
金
融
市
場
°
実
業
専
門
学
校
令
に
就
い
て
新
文
相
に
望
む
頂
金
利
子
を
引
下
く
可
し
猟
官
論
（
政
党
改
善
の
一
策
）
第
二
七
六
号
（
明
一
―
―
―
(
•
〈•
立
）
金
融
市
場
°
財
政
整
理
果
し
て
行
は
る
可
き
乎
猟
官
論
（
再
び
）
（
屈
僚
政
治
打
破
の
良
法
）天
野
為
之
雑
誌
掲
載
論
文
目
録
回
第
二
七
七
号
（
明
美
•
八•
一
写
）
金
融
市
場
（
前
途
の
予
想
）
°
我
が
事
業
界
の
因
循
益
す
仏
国
に
酷
似
す
る
を
憂
ふ
何
ぞ
二
年
兵
役
を
行
は
ざ
る
猟
官
論
（
三
た
び
）
型
路
易
博
屁
会
出
品
に
就
て
第
二
七
八
号
（
明
芙
•
八•
―
―
立
）
金
融
市
場
°
我
事
業
界
の
因
循
益
す
仏
国
に
酷
似
す
我
が
輸
出
貿
易
の
進
歩
東
洋
経
済
新
報
(
3
)
 
天
野
為
之
雑
誌
掲
載
論
文
目
録
（三）
第
二
八
0
号
（
明
一
―
―
―
(•
R・
一
写
）
る
を
憂
ふ
（
承
前
）
先
づ
此
陸
海
軍
を
制
御
す
べ
し
椴
饉
後
の
新
現
象
株
券
の
市
価
に
就
て
第
二
七
九
号
（
明
芙
•
九•
五
）
金
融
市
場
°
教
育
危
言
其
一
（
人
に
在
つ
て
天
に
在
ら
す
）
寧
ろ
政
府
に
奉
遠
せ
よ
事
業
振
興
の
機
杉高西
本
野田
冨
善長
士
夫 一 壽
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金
融
市
場
（
活
動
の
兆
あ
り
）
0
教
育
危
言
二
（
商
業
教
育
に
関
す
る
新
説
）
銀
行
界
の
新
事
例
外
国
貿
易
の
進
歩
第
二
八
一
号
（
明
一
―
―
―
〈
•
R
.
-―
立
）
金
融
市
場
°
教
育
危
言
―
―
-
（
速
成
教
育
の
急
務
）
日
露
の
交
渉
に
就
て
(
8
路
国
は
戦
は
ざ
る
べ
し
）
英
国
特
恵
関
税
問
題
第
二
八
二
号
（
明
一
―
―
六
•
-
o．写
）
金
融
市
場
°
早
稲
田
実
業
学
校
開
校
式
に
於
け
る
演
説
台
湾
金
本
位
を
確
立
す
べ
し
露
国
財
界
の
悲
境
電
気
事
業
の
発
達
第
二
八
三
号
（
明
表
・
一O
・
一立）
金
融
市
場
（
正
貨
の
流
出
に
付
て
）
o
英
国
貿
易
政
策
変
更
に
就
て
所
謂
財
政
整
理
の
結
果
寧
ろ
耕
地
税
を
可
と
す
（
煙
草
製
造
官
業
問
題
）
支
那
行
の
青
年
を
戒
む
第
二
八
四
号
（明一―
-ハ
・
1
0
・
―写）
軍
致
支
弁
の
方
法
如
何
0
教
育
危
言
四
（
東
京
商
業
会
談
所
特
別
厳
員
に
望
む
）
事
業
の
繰
延
に
就
て
我
対
清
輸
出
の
活
況
第
二
八
五
号
（
明
要
・
―-
・五）
戦
時
の
経
済
教
育
危
言
五
（
久
保
田
文
相
に
望
む
）
銀
塊
騰
毀
の
原
因
生
糸
輸
出
の
近
況
第
二
八
六
号
（
明
呉
・
ニ
・
一五）
時
局
の
造
延
°
教
育
危
言
七
（
中
学
改
革
の
急
務
）
バ
ナ
マ
の
革
命
と
地
峡
迎
河
貿
易
の
順
調
煙
草
製
造
専
売
案
第
二
八
七
号
（
明
美
・
―-・――立）
来
年
度
の
予
冥
教
育
危
言
八
東
京
高
等
商
業
学
校
を
経
済
大
学
と
な
す
の
鏃
商
業
会
議
所
の
愚
論
今
後
の
新
事
業
第
二
八
八
号
（
明
一
―
―
六
•
三
•
写
）
°
故
社
友
日
野
伯
爵
を
悼
む
ジ
ェ
ン
ク
ス
氏
の
支
那
幣
制
論
に
就
て
煙
草
官
業
案
を
論
ず
（
再
び
）
米
価
の
前
途
如
何
第
二
八
九
号
（
明
呉
・
―
・
一写）
政
進
聯
合
の
先
決
問
題
°
教
育
危
言
（
九
）
実
業
琳
門
学
校
令
の
改
廃
を
望
む
郵
貯
富
該
案
鉄
道
建
設
問
題
第
二
九
0
号
（
明
一
―
―
―
(
•
三
・
―
立
）
°
教
育
危
言
(
+
)
卒
業
生
の
過
剰
に
就
て
青
年
学
生
に
ニ
―
―
ュ
す
談
会
の
解
散
と
今
後
の
財
政
正
貨
流
出
の
原
因
生
糸
の
不
況
氷
続
す
べ
き
や
第
二
九
一
号
（
明
壱
・
一
・亘）
°
愚
な
る
保
設
論
°
政
府
何
ぞ
自
己
の
富
紙
を
廃
せ
ざ
る
財
界
の
前
途
京
釜
鉄
道
の
速
成
に
就
て
第
二
九
二
号
（
明
老
・
一
・
一立）
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天
野
為
之
雑
誌
掲
載
論
文
目
録
四
°
乞
ふ
保
護
主
義
論
拠
を
聴
か
ん
軍
費
の
財
源
如
何
正
貨
準
備
増
加
の
原
因
外
国
貿
易
の
進
歩
第
二
九
三
号
（
明
老
・
一
・―立）
公
偵
な
る
哉
、
公
債
な
る
哉
°
中
学
革
新
に
関
す
る
世
論
時
局
の
海
運
に
及
ほ
す
影
密
戦
時
の
貿
易
如
何
米
価
騰
貴
の
原
因
第
二
九
四
号
（
明
老
・テ
主）
0
日
清
版
権
同
盟
遂
に
成
る
兎
も
角
も
出
兵
す
べ
し
局
社
線
の
競
争
に
就
て
正
貨
流
出
の
新
原
因
第
二
九
五
号
（
明
君
・―-
・
―立）
°
刻
下
の
財
政
に
就
て
戦
時
の
物
価
如
何
保
護
政
策
に
関
す
る
独
逸
の
経
験
を
吟
味
せ
よ
第
二
九
六
号
（
明
壱
・―-
・孟
）
軍
佃
応
経
力
の
檄
準
°
銀
貨
の
紐
目
を
半
減
せ
よ
戦
時
の
沿
岸
貿
易
第
三
0
0
号
（
明
壱•
四
•
立
）
°
地
租
改
革
の
好
機
会
棉
花
市
場
の
将
来
第
二
九
七
号
（
明
老
・
―
-
＿
•
立
）
細
小
額
面
の
軍
債
を
発
行
す
べ
し
0
戦
死
者
の
追
族
を
扶
助
す
る
為
め
に
現
役
免
除
税
を
起
す
の
厳
外
債
に
関
す
る
英
人
の
観
察
日
露
戦
争
と
欧
米
の
金
融
生
糸
輸
出
の
前
途
第
二
九
八
号
（
明
老
・―-
・
―立）
°
出
征
者
の
家
族
援
陵
を
国
家
事
業
と
な
す
の
厳
戦
時
税
案
臨
時
巖
会
々
期
の
延
長
を
望
む
零
砕
資
金
吸
収
の
良
法
外
国
貿
易
の
前
途
如
何
第
二
九
九
号
（
明
壱
・―-・―立）
戦
税
案
を
評
す
°
出
征
者
の
家
族
援
殿
を
国
家
事
業
と
な
す
の
誂
（
再
び
）
割
増
債
券
断
し
て
不
可
所
謂
「
挙
国
一
致
」
正
貨
の
濫
出
意
と
す
る
に
足
ら
す
第
三
0
一
号
（明―――七ふ
・
一立）
°
外
債
募
集
の
消
息
如
何
軍
人
家
族
援
談
愈
よ
国
家
事
業
と
為
る
後
方
の
輸
送
勤
務
に
傭
兵
を
採
用
す
る
の
議
財
界
の
変
調
に
処
す
る
の
道
第
三
0
二
号
（
明
老•
B.
――
立
）
飽
迄
勤
倹
を
断
行
す
可
し
°
外
偕
霧
集
に
関
す
る
一
大
疑
問
信
用
保
険
開
始
の
計
画
戦
時
の
輸
出
貿
易
第
三
0
三
号
（
明
壱
・写
’立）
日
露
両
国
戦
費
の
比
較
°
那
翁
戦
争
に
於
る
英
国
と
今
日
の
日
本
（
其
一
）
正
貨
濫
出
の
原
因
製
茶
貿
易
の
前
途
第
三
0
四
号
（
明
老
・手
一
写
）
°
那
翁
戦
争
に
於
け
る
英
国
と
今
日
の
日
本
（
其
二
）
外
債
の
影
翌
如
何
財
政
学
者
今
何
処
に
在
る
軍
人
援
談
事
業
統
一
の
急
務
戦
時
の
農
業
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第
三
0
五
号
（
明
壱
・翌
一
立
）
°
那
翁
戦
争
に
於
る
英
国
と
今
日
の
日
本
（其一
・―-）
物
価
の
前
途
如
何
米
価
の
将
来
戦
時
の
輸
入
貿
易
第
三
0
六
号
（
明
壱・
六•
五
）
°
那
翁
戦
争
に
於
る
英
国
と
今
日
の
日
本
（
其
四
）
軍
債
払
込
の
影
懇
本
年
の
生
糸
貿
易
如
何
第
三
0
七
号
（
明
壱
・
六•
一
立
）
°
那
翁
戦
争
に
於
る
英
国
と
今
日
の
日
本
（
其
五
）
敢
て
実
業
家
に
視
察
渡
航
を
勧
む
中
学
経
済
科
の
廃
止
説
に
就
て
日
清
貿
易
の
発
達
第
三
0
八
号
（
明
塁
・空
一
写
）
°
那
翁
戦
争
に
於
け
る
英
国
と
今
日
の
日
本
（
其
六
）
金
利
引
上
問
題
再
び
勤
倹
論
に
就
て
小
額
無
減
少
を
廃
せ
よ
羽
二
重
貿
易
の
旺
盛
飽
迄
勤
倹
せ
よ
第
三
0
九
号
（
明
一
―
―
七
•
七•
立
）
°
那
翁
戦
争
に
於
る
英
国
と
今
日
の
日
本
（
其
七
）
外
資
吸
収
の
良
策
再
び
金
利
引
上
げ
に
就
て
露
国
の
外
債
成
立
と
戦
費
の
前
途
機
関
銀
行
の
破
綻
に
就
て
第
三
一
0
号
（
明
壱
・ヤ
一
写
）
°
那
翁
戦
争
に
於
る
英
国
と
今
日
の
日
本
（
其
八
）
対
韓
経
営
を
誤
る
勿
れ
再
び
公
債
の
支
払
法
改
正
に
就
て
上
半
期
外
国
貿
易
の
結
果
第
三
―
一
号
（
明
壱
・ヤ――立）
°
那
翁
戦
争
に
於
る
英
国
と
今
日
の
日
本
（
其
九
）
物
価
の
騰
費
避
く
可
ら
ず
銀
行
救
済
の
大
方
針
を
誤
る
勿
れ
速
に
信
用
保
険
業
の
設
備
を
望
む
第
三
―
二
号
（
明
老
•
八•
立
）
O
戦
後
の
財
政
に
留
意
せ
よ
財
政
的
耐
久
力
保
護
論
の
外
交
的
害
毒
第
三
一
三
号
（
明
壱•
八•
一
立
）
°
軽
率
な
る
経
済
政
策
を
戒
し
む
第
二
次
戦
時
財
政
計
画
に
就
て
外
資
輸
入
の
障
碍
を
撤
去
す
べ
し
戦
時
財
政
に
処
す
る
政
府
の
小
策
第
三
―
四
号
（
明
壱•
八•
―
―
写
）
0
満
韓
経
済
政
策
は
飽
迄
開
放
主
義
を
採
る
べ
し
金
融
緩
漫
の
真
相
海
運
の
恢
復
戦
捷
に
酔
ふ
勿
れ
第
三
一
五
号
（
明
壱
・
九•
立
）
°
韓
国
財
務
顧
問
の
権
限
に
就
て
物
価
愈
よ
騰
貴
す
南
北
戦
争
に
於
る
米
露
の
関
係
露
国
経
済
界
の
不
振
第
三
一
六
号
（
明
壱
・九
・
一写）
°
韓
国
財
政
顧
問
の
権
限
に
就
て
（
再
び
）
政
府
の
富
談
債
券
発
行
に
就
て
目
賀
田
氏
に
望
む
外
国
貿
易
の
趨
勢
第
三
一
七
号
（
明
一
―
―
七
•
R.
-＿
立
）
0
-
l
一
た
び
韓
国
財
政
顧
問
の
権
限
に
就
て
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天
野
為
之
雑
誌
掲
載
論
文
目
録
曰
第
三
回
内
債
の
発
行
に
就
て
四
百
余
州
の
大
市
場
を
忘
る
4
勿
れ
生
糸
貿
易
の
好
況
第
三
一
八
号
（
明
老・
一O·
~
)
°
悲
観
論
者
に
告
ぐ
徴
兵
令
の
改
正
と
援
設
事
業
経
理
当
局
の
功
紹
を
記
せ
よ
第
三
一
九
号
（
明
一I
]
~
·
J
O・一
写
）
0
大
隈
伯
の
演
説
を
読
む
正
貨
益
す
流
出
せ
ん
物
価
の
騰
毀
と
通
貨
の
分
批
第
三
二
0
号
（
明
老
・
一O
・
―立）
°
裏
書
保
証
を
民
間
の
輸
出
公
恨
に
及
ぽ
す
の
議
何
ぞ
粕
極
的
権
力
を
与
へ
ざ
る
井
上
伯
と
開
放
主
義
雑
貨
貿
易
の
旺
盛
第
三
ニ
ー
号
（
明
＿
―
子
―
-
・立）
°
民
有
公
似
の
裏
書
に
就
て
（
再
ぴ
）
輸
入
防
過
策
の
無
惹
味
支
那
海
迎
と
日
本
三
銭
均
一
制
共
通
の
談
第
三
二
二
号
（
明
壱
・
ニ
・
一エ）
o
公
債
裂
書
問
題
に
就
き
て
、
新
選
議
員
に
望
む
政
府
と
地
租
改
革
金
利
何
故
に
上
ら
さ
る
乎
新
増
税
案
に
就
て
戦
時
貿
易
の
旺
盛
第
三
二
三
号
（
明
壱
・
一＿
・―立）
°
増
税
案
に
就
て
袋
依
の
条
件
は
自
然
に
放
任
す
べ
し
穀
税
賦
課
の
真
相
輸
入
税
賦
課
の
目
的
を
問
ふ
第
三
二
四
号
（
明
壱・
三
•
写
）
°
穀
税
賦
課
の
真
相
（
二
た
び
）
塩
税
の
賦
課
断
じ
て
非
な
り
貿
易
品
陳
列
所
の
設
置
に
就
て
羽
二
重
輸
出
の
増
進
第
三
二
五
号
（
明
壱
•
三
・
一
写
）
O
対
韓
経
営
に
就
て
厳
会
に
望
む
0
東
京
商
業
会
談
所
の
地
租
調
査
書
を
観
る
貿
易
と
戦
争
の
影
密
第
三
二
六
号
（
明
壱
・
―-
・―写）
°
剰
余
金
支
出
に
就
て
費
族
院
に
迫
む
金
利
引
上
の
効
能
如
何
財
界
回
想
第
＿
ニ
ニ
七
号
（明一
-K.-・写）
°
迎
年
の
辞
大
阪
経
済
界
と
公
債
問
題
本
年
の
貿
易
如
何
第
三
二
八
号
（明一
＿K
．-・
-
H
)
0
日
英
同
盟
は
之
を
亜
細
亜
全
体
に
及
す
可
し
銀
行
界
の
一
進
歩
重
ね
て
公
彼
の
時
価
蒻
集
に
就
て
生
糸
貿
易
の
前
途
第
三
二
九
号
（明
―1J
<
・
I
・
―五）
°
同
盟
国
膨
脹
の
原
因
に
鑑
み
よ
財
界
の
前
途
悪
銀
行
の
破
綻
は
自
然
に
放
任
せ
よ
銅
騰
費
の
原
因
と
其
将
来
第
三
三
0
号
（
明
表
・テ
立
）
°
財
界
の
一
発
展
、
信
用
保
険
の
開
始
民
有
公
債
裏
書
論
の
勃
興
対
消
貿
易
愈
よ
振
ふ
見
越
輸
入
と
米
価
第
三
三
一
号
（
明
表
・テ
一
写
）
°
重
ね
て
日
英
同
盟
拡
張
策
に
就
て
綿
糸
貿
易
の
前
途
如
何
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第
三
三
二
号
（
明
表
・テ――立）
°
如
何
に
し
て
巡
査
国
た
る
を
免
か
れ
ん
軍
偵
発
行
の
条
件
輸
入
防
退
の
愚
策
出
征
者
家
族
救
助
令
の
活
用
を
望
む
第
三
三
三
号
（
明
表・
―
―
―
•
写
）
°
渋
沢
氏
の
辞
職
と
東
京
商
業
会
議
所
の
前
途
悪
銀
行
の
将
来
裏
書
均
裾
は
外
債
券
集
に
影
響
な
し
輸
入
貿
易
の
大
増
進
時
局
と
石
炭
市
場
第
三
三
四
号
（
明
表
・――
・
一立）
0
重
ね
て
実
業
家
と
教
育
家
と
の
連
繋
に
就
て
弥
縫
財
政
の
弊
害
戦
後
の
金
利
に
関
す
る
両
説
大
に
印
度
貿
易
に
着
目
せ
よ
第
三
三
五
号
（
明
表
・――
・―五）
0
関
税
の
区
別
ク
イ
ム
ス
の
日
英
同
盟
継
続
論
に
就
て
楽
観
論
を
戒
し
む
似
而
非
ざ
る
経
済
鉱
業
、
信
託
及
三
抵
当
法
案
に
就
て
第
三
三
六
号
（
明
表
・
g•
写
）
°
速
成
的
実
業
教
育
の
趨
勢
関
税
同
盟
に
二
種
あ
り
外
債
の
効
果
肥
料
に
及
ぼ
せ
る
戦
争
の
影
懇
第
三
三
七
号
（明一＿
K
．g.
―五）
0
現
下
に
於
る
最
大
急
務
日
消
国
民
合
同
経
営
の
新
気
運
外
人
の
内
債
応
努
は
果
し
て
金
融
共
通
を
意
味
す
る
乎
支
那
幣
制
を
改
革
せ
し
む
べ
し
第
三
三
八
号
（
明
表
・B
.
―立）
0
早
稲
田
実
業
学
校
に
於
る
演
説
°
田
口
氏
を
悼
む
日
清
英
米
四
国
民
の
合
同
事
業
を
望
む
英
国
の
保
蔑
政
策
排
斥
に
就
て
戦
時
製
絨
業
の
発
達
第
三
三
九
号
（
明
表・
写•
立
）
o
対
韓
経
営
に
対
す
る
一
大
疑
問
裏
書
な
る
哉
裏
書
な
る
哉
戦
後
満
州
に
要
す
る
軍
備
費
如
何
速
か
に
撥
兵
院
を
起
す
べ
し
何
故
に
裏
書
均
苧
活
を
許
可
せ
ざ
る
南
満
州
平
定
の
価
値
第
三
四
0
号
（
明
一
―
-
〈
•
立・
一
写
）
0
戦
後
に
於
る
国
債
の
処
分
に
就
て
何
ぞ
平
和
事
業
の
抑
圧
を
廃
せ
ざ
る
支
那
貿
易
の
発
達
外
人
案
内
の
一
良
法
第
三
四
一
号
（明一
ll<
・
l
・―立）
。
戦
後
に
於
る
国
債
の
処
分
に
就
て
（
二
）
喰
爾
賓
軍
の
得
失
如
何
公
共
監
査
所
設
置
の
急
務
所
得
税
と
銀
行
預
金
貿
易
の
趨
勢
第
三
四
二
号
（
明
売
・六
・写）
°
援
設
事
業
遂
に
如
何
波
艦
隊
の
破
域
と
財
界
の
前
途
景
気
恢
復
に
就
て
金
利
引
上
説
に
就
て
濫
に
小
銀
行
の
設
立
を
抑
圧
す
可
ら
ず
綿
絲
紡
鎖
の
盛
況
第
三
四
三
号
（
明
一
―
-
〈
•
六·
-
H
)
0
外
交
上
に
於
け
る
二
大
問
題
対
韓
経
営
の
根
本
再
び
景
気
恢
復
に
就
て
証
券
市
価
の
騰
毀
炭
価
の
暴
騰
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天
野
焉
之
雑
誌
掲
載
論
文
目
録
日
第
三
四
八
号
（
明
表
・
〈•
写
）
0
世
の
富
豪
に
望
む
波
艦
全
域
と
海
上
貿
易
第
三
四
四
号
（
明
表
・空一
H
)
°
講
和
談
判
の
前
途
に
関
す
る
両
説
物
価
騰
蓑
の
趨
勢
日
清
国
民
事
業
共
同
の
急
務
支
那
交
通
の
発
達
と
輸
入
貿
易
第
三
四
五
号
（
明
―-
K•七•
H
)
°
藤
侯
何
ぞ
起
た
ざ
る
和
戦
と
経
済
界
の
前
途
何
ぞ
断
然
た
る
処
置
に
出
で
ざ
る
満
州
の
開
放
と
我
実
業
的
発
展
第
三
四
六
号
（
明
哭
・ヤ
一
写
）
°
償
金
は
取
り
得
可
き
乎
新
外
債
成
立
に
就
て
戦
後
の
経
済
と
外
資
輸
入
上
半
季
外
国
貿
易
と
其
前
途
第
三
四
七
号
（
明
表
・七
・―写）
°
講
和
の
成
敗
と
我
が
財
界
先
づ
国
港
経
営
の
方
針
を
決
定
せ
よ
戦
エ
教
育
の
新
現
象
生
糸
貿
易
の
前
途
港
湾
経
営
の
三
方
法
銀
行
法
改
正
の
無
用
長
江
貿
易
の
発
達
に
洒
目
せ
よ
第
三
四
九
号
（
明
表
・〈
・
―立）
°
紐
和
談
判
の
一
大
要
点
財
界
の
変
調
愈
よ
大
な
り
物
価
益
す
騰
毀
す
対
満
州
貿
易
の
有
望
第
三
五
0
号
（
明
表
•
八•
―
―
写
）
°
婿
和
談
判
の
一
大
要
点
（
重
ね
て
）
東
京
築
港
と
横
浜
港
金
利
引
上
を
行
ふ
べ
し
満
洲
経
営
に
就
て
軍
政
当
局
に
望
む
第
三
五
一
号
（
明
哭
•
R．
立
）
°
予
言
の
的
中
を
悲
し
む
市
交
通
機
関
の
整
理
問
題
に
就
て
本
年
の
米
作
如
何
最
近
綿
糸
紡
絞
の
旺
盛
と
其
前
途
第
三
五
二
号
（明＿―-〈み
・
一立）
°
描
和
条
約
正
文
を
読
む
今
後
の
対
満
韓
策
何
ぞ
廃
兵
院
を
起
さ
ゞ
る
（
再
び
）
謂
和
成
立
と
株
式
市
場
第
三
五
三
号
（
明
表
・空
一
写
）
°
財
政
の
前
途
対
韓
方
針
を
確
立
す
べ
し
樺
太
民
政
長
官
に
望
む
保
護
論
を
戒
む
第
三
五
四
号
（明一―
〈
・
I
O
・
!A)
0
日
英
新
協
約
の
締
結
に
就
て
平
和
と
同
盟
戦
後
の
財
界
を
謬
る
勿
れ
最
近
の
物
価
第
三
五
五
号
（明一
11<
・
1
0
・
一亘）
0
金
融
の
将
来
如
何
軍
備
拡
張
と
二
年
兵
役
物
価
の
前
途
外
国
貿
易
の
趨
勢
第
三
五
六
号
（明一
n
<
・
1
0
・
―五）
0
外
資
の
利
用
と
兌
換
の
前
途
戦
後
の
財
界
と
勤
倹
貯
蓄
南
米
航
路
の
開
始
に
就
て
石
炭
市
場
の
近
状
第
三
五
七
号
（
明
一
＿
K
．
-
―•写
）
0
重
ね
て
兌
換
の
前
途
に
就
て
公
偵
恨
述
基
金
説
を
排
す
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第
三
五
八
号
（明一
-K
.
―-
・
―竺）
創
刊
十
周
年
に
際
し
て
0
日
清
戦
後
と
日
底
戦
後
陸
軍
拡
張
と
二
年
兵
役
戦
後
経
営
と
保
護
政
策
勤
倹
な
る
哉
第
三
五
九
号
（
明
表
・
ニ
・―立）
。
「
ク
ロ
マ
ー
」
式
か
「
ヘ
ス
チ
ン
グ
」
式
か
軍
隊
引
上
費
に
関
す
る
一
大
疑
問
公
個
恨
遠
基
金
の
設
定
断
し
て
非
也
外
米
輸
入
税
を
廃
撤
せ
よ
絲
況
沈
衰
の
原
因
第
三
六
0
号
（
明
天
•
三
•
立
）
0
再
び
軍
隊
引
揚
費
に
関
す
る
大
疑
問
に
就
て
自
然
的
外
資
輸
入
は
大
に
望
み
得
べ
き
敷
燐
寸
専
売
特
許
案
を
排
す
対
韓
経
営
に
関
す
る
一
大
疑
惑
第
三
六
一
号
（
明
哭
•
三
•
五
）
c
予
算
案
な
る
者
を
読
む
金
融
の
小
康
本
年
の
羽
二
重
貿
易
第
三
六
二
号
（
明
表
・
―-
・―立）
°
実
業
家
に
行
買
を
及
ぽ
す
の
可
否
政
府
と
関
税
財
界
回
想
本
年
外
国
貿
易
の
結
果
第
三
六
三
号
（
明
莞
•
-·
立
）
0
明
治
一
＿
一
十
九
年
を
迎
ふ
°
恐
る
べ
き
楽
観
説
（
其
一
）
財
界
の
前
途
本
年
の
貿
易
如
何
第
三
六
四
号
（
明
男
・
一
・
一写）
°
恐
る
べ
き
楽
観
説
（
其
二
）
予
鍔
乎
無
予
算
乎
合
同
の
機
運
鶴
原
総
務
長
官
に
望
む
対
箔
貿
易
の
発
達
第
三
六
五
号
（
明
莞
・
一・―写）
°
買
入
恨
還
問
題
の
再
燃
産
業
千
渉
を
排
す
英
国
に
於
る
自
由
政
策
の
勝
利
物
価
の
前
途
金
融
の
将
来
二
年
兵
役
を
断
行
せ
よ
重
ね
て
対
韓
経
営
の
方
針
に
就
て
第
三
六
六
号
（
明
莞
・テ
立
）
°
買
入
依
遠
問
題
の
再
燃
（
承
前
）
傍
若
無
国
会
の
振
舞
新
年
度
予
算
案
を
読
む
対
外
債
務
と
輸
出
の
前
途
正
貨
の
流
出
第
三
六
七
号
（明一―
九
・テ
一
五
）
°
買
入
依
逮
問
題
の
再
燃
（
完
）
公
債
政
策
の
危
険
新
債
募
集
の
影
響
米
価
の
前
途
第
三
六
八
号
（
明
一
―
―
九
•
_
-
·
―-
H
)
o
二
年
兵
役
に
就
て
可
憐
な
る
巡
査
国
公
債
依
却
の
困
難
愛
国
公
債
の
弊
害
°
宅
地
価
修
正
法
案
の
姑
息
日
箔
人
共
同
事
業
の
破
壊
案
第
三
六
九
号
（
明
一
―
-
R
.
-―
―
•
立
）
0
新
内
債
と
裏
書
保
証
借
金
政
略
と
監
督
の
弛
廃
断
じ
て
巡
査
国
た
る
勿
れ
南
洋
貿
易
に
就
て
-168-
天
野
篤
之
雑
誌
掲
載
論
文
目
録
国
第
三
七
0
号
（明一
l-R
.
-――・
一写）
0
金
融
の
前
途
借
金
政
策
と
公
債
の
低
落
°
鉄
道
案
の
横
暴
保
護
的
閲
税
改
正
案
を
排
す
二
年
兵
役
と
帰
休
主
義
第
三
七
一
号
（明一―
-R.-―-・―写）
°
撤
兵
結
了
と
撤
兵
費
借
金
政
策
と
財
界
の
不
振
金
融
共
通
と
公
債
の
裏
書
満
洲
博
買
会
の
富
該
政
策
を
排
す
第
三
七
二
号
（
明
一
―
―
九
•
四
合
）
°
兌
換
の
基
礎
遂
に
如
何
今
後
に
於
け
る
財
政
と
金
融
裏
書
の
必
要
益
す
明
白
な
り
貿
易
の
逆
調
第
三
七
三
号
（
明
表
・B
.
―立）
0
新
文
相
に
望
む
0
戦
後
の
軍
備
如
何
（
一
）
年
現
役
を
決
行
す
べ
し
）
鉄
道
買
上
の
時
期
に
就
て
金
融
の
前
途
米
価
の
将
来
綿
絲
貿
易
の
不
況
（
先
づ
二
（
軍
事
喪
第
三
七
四
号
（
明
一
―
―
九
•
B.
―
写
）
0
戦
後
の
軍
備
如
何
（
二
）
万
常
備
二
十
万
）
如
何
に
し
て
我
財
政
の
欠
陥
を
補
填
す
べ
き
や
°
独
占
税
を
論
ず
日
清
戦
後
に
対
照
し
た
る
今
日
の
企
業
界
第
三
七
五
号
（
明
尭•
立•
五
）
o
英
国
大
使
の
演
説
に
就
て
。
戦
後
の
軍
備
如
何
(
-
―
-
)
（
海
軍
は
現
状
の
維
持
を
以
て
足
れ
り
と
す
）
物
価
は
前
途
下
落
の
運
命
を
有
す
期
米
市
場
の
近
況
に
就
て
肥
料
の
変
化
と
我
農
業
の
新
発
展
第
三
七
六
号
（
明
尭•
写•
一
五
）
勤
倹
の
一
途
あ
る
の
み
°
見
返
品
問
題
の
再
燃
。
戦
後
の
軍
備
如
何
（
四
）
負
担
、
無
慮
一
億
余
円
）
炭
価
下
落
敷
第
三
七
七
号
（
明
男
・
写
•
_
―
立
）
0
日
清
版
権
同
盟
に
関
す
る
外
務
当
局
の
怠
慢
（
戦
時
百
国
債
の
圧
力
勤
倹
論
者
今
何
処
に
あ
る
電
気
業
に
対
し
厳
重
な
る
特
許
条
件
を
設
く
べ
し
第
三
七
八
号
（
明
莞•
六•
立
）
0
新
外
相
に
望
む
増
税
募
債
共
に
不
可
な
り
軍
人
に
望
む
鉄
価
騰
費
の
原
因
第
三
七
九
号
（
明
＿
―
-
九
•
六•
一
立
）
戦
後
経
営
の
根
本
方
針
0
支
那
関
発
に
関
し
て
林
公
使
に
望
む
港
湾
調
査
に
関
す
る
吾
人
の
希
望
電
鉄
合
併
後
の
貨
率
如
何
第
三
八
0
号
（明一―
-R.-〈・―五）
°
矢
野
次
郎
翁
を
悼
む
税
法
改
革
の
要
点
（
一
）
税
の
増
収
を
計
る
べ
し
）
軍
制
調
査
に
関
す
る
吾
人
の
希
望
綿
糸
市
場
の
前
途
（
先
づ
地
第
三
八
一
号
（
明
一
―
―
九
•
七•
写
）
°
卒
業
者
の
需
要
に
就
て
税
法
改
革
の
要
点
（
二
）
（
地
税
収
入
二
億
円
は
難
事
に
非
ら
じ
）
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第
三
八
二
号
（
明
一
―
-
R•七・
一
写
）
°
診
察
料
低
減
策
税
法
改
革
の
要
点
(
-
=
）
を
増
徴
す
べ
し
）
速
に
鉄
道
買
上
を
実
行
せ
よ
電
車
賃
銭
の
引
上
断
じ
て
不
可
第
三
八
三
号
（
明
冤
・苫
一
写
）
°
診
察
料
低
減
策
（
再
ぴ
）
保
険
官
営
説
は
果
し
て
真
乎
利
益
分
割
法
を
採
用
せ
よ
航
海
事
業
の
難
局
第
三
八
四
号
（明一――九人
・写）
0
重
ね
て
医
士
の
供
給
に
就
て
国
庫
剰
余
と
財
政
方
針
信
用
の
木
遂
に
如
何
印
度
市
場
開
拓
の
好
時
機
米
価
の
前
途
第
三
八
五
号
（
明
―
―
-
R
•
八・
一
写
）
。
公
共
監
査
所
問
題
の
再
燃
産
業
界
の
新
趨
勢
免
役
税
徴
集
の
議
四
銭
均
一
の
許
可
と
実
業
界
の
悪
感
化
財
界
の
前
途
印
度
の
大
市
場
を
開
拓
せ
よ
（
相
続
税
第
三
九
0
号
（
明
冤・
一0•
写
）
°
兌
換
の
基
礎
遂
に
如
何
第
三
八
六
号
（
明
尭
•
八•
―
―
立
）
0
本
邦
銀
行
の
大
欠
典
満
洲
経
営
の
根
本
株
券
市
価
騰
費
の
真
因
再
び
米
価
の
前
途
に
就
て
第
三
八
七
号
（
明
男
・
R•
写
）
°
本
邦
銀
行
の
大
欠
典
（
承
前
）
新
事
業
興
起
の
気
運
二
年
兵
役
と
経
費
の
問
題
電
賃
問
題
に
対
す
る
内
務
当
局
の
責
任
第
三
八
八
号
（
明
莞•
九・
一
写
）
来
年
度
予
算
の
方
針
如
何
o
高
橋
是
清
氏
と
新
外
債
の
成
否
0
大
臣
の
役
得
金
利
の
将
来
果
し
て
騰
費
す
べ
き
や
第
三
八
九
号
（
明
尭
・竺
至
）
o
英
国
商
工
業
の
特
長
陸
海
軍
予
算
の
方
針
如
何
病
的
投
機
熱
の
兆
候
貿
易
果
し
て
順
に
復
せ
る
乎
米
界
の
波
瀾
歳
計
剰
余
金
の
処
分
問
題
財
政
と
経
済
と
の
一
大
衝
突
資
本
大
欠
乏
の
時
期
来
ら
ん
海
運
界
に
於
け
る
燃
料
の
変
遷
第
三
九
一
号
（
明
尭
・
一0
・
一写）
°
唯
だ
地
租
の
改
革
あ
る
の
み
満
韓
守
備
軍
の
編
成
に
就
て
（
増
設
師
団
引
揚
論
の
可
否
）
憶
、
経
済
的
自
殺
外
資
輸
入
に
関
す
る
誤
解
第
三
九
二
号
（明一―-九
.-o.―立）
°
何
ぞ
営
業
税
を
全
廃
せ
ざ
る
陸
軍
拡
張
案
に
就
て
宅
地
々
価
修
正
案
の
運
命
如
何
金
融
界
の
低
気
圧
第
三
九
三
号
（
明
男
・
――土）
°
会
社
熱
と
外
資
二
年
兵
役
の
実
行
如
何
電
車
市
営
論
に
就
て
銀
価
騰
費
の
真
因
第
三
九
四
号
（明一―
九
・
―-
・
―写）
°
新
株
競
売
論
(
-
)
二
年
兵
役
と
軍
備
拡
張
兌
換
の
収
縮
を
計
れ
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輸
出
超
過
の
原
因
如
何
第
三
九
六
号
（
明
尭
・
―-
・―立）
何
ぞ
予
算
難
を
憂
へ
ん
0
新
株
競
売
論
（
二
）
再
び
兌
換
の
収
縮
に
就
て
花
筵
問
題
海
運
界
の
飛
躍
第
三
九
七
号
（
明
冤
・
―
.
-
i
)
°
商
海
輪
廻
の
理
大
蔵
証
券
の
依
遠
を
続
行
す
べ
し
世
界
的
大
屎
気
に
就
て
起
業
資
本
の
金
融
系
統
電
鉄
市
営
論
を
排
す
第
三
九
八
号
（
明
弐
・
―
-・―立）
°
独
占
事
業
の
利
益
を
制
限
す
る
方
法
に
就
て
世
界
に
於
け
る
金
の
充
溢
（
一
）
公
債
の
市
価
何
故
に
低
き
乎
叉
々
姑
息
の
予
算
第
三
九
九
号
（
明
完
・
―-
・―立）
°
独
占
事
業
の
利
益
を
制
限
す
る
方
法
に
就
て
（
承
前
）
有
価
証
券
現
物
市
場
開
設
問
題
世
界
に
於
け
る
金
の
充
溢
（
二
）
天
野
為
之
雑
誌
掲
載
論
文
目
録
曰
第
四
0
0号
（明
g
o
.I•
立
）
0
大
義
捐
者
に
爵
位
を
授
る
の
可
否
両
院
議
員
に
望
む
本
年
の
経
済
界
に
対
す
る
予
想
本
年
の
生
絲
貿
易
如
何
第
四
0
一
号
（
明
~
o・
一
・一
立
）
0
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
と
小
笠
原
閣
老
海
外
市
場
に
於
け
る
反
動
の
兆
候
兌
換
券
の
膨
脹
（
一
）
羊
毛
市
価
暴
騰
の
原
因
第
四
0
二
号
（
明
芭
・
一・―立）
0
大
義
捐
者
に
爵
位
を
授
く
る
の
可
否
（
承
前
）
明
年
度
の
予
算
案
二
年
兵
役
案
の
形
態
如
何
兌
換
券
の
膨
脹
（
二
）
第
四
0
三
号
（明
g
o
.―-
・写）
0
金
の
激
増
と
金
貨
本
位
の
前
途
先
づ
大
斧
を
軍
備
予
算
に
加
へ
よ
東
京
港
の
築
設
に
就
て
第
四
0
四
号
（
明
F
J
O
•
I
\
・
一
写
）
0
金
の
下
落
と
財
界
の
影
密
再
び
軍
備
予
算
に
就
て
第
四
0
五
号
（明
PJO・
―-
・―立）
°
金
の
下
落
と
財
界
の
影
響
（
其
二
）
形
勢
一
変
の
徴
候
鉱
山
監
晋
上
の
急
務
製
糖
界
の
争
論
第
四
0
六
号
（
明
~
0·1―
―
•
写
）
0
金
の
下
落
と
財
界
の
影
響
（
其
一
―
-
）
（
各
種
の
所
得
に
及
す
影
閣
）
帝
国
財
政
の
将
来
（
一
）
金
融
市
場
の
暗
潮
本
年
に
於
け
る
米
の
供
給
如
何
第
四
0
七
号
（
明
g
o
.-―・
一立）
°
金
の
下
落
と
財
界
の
影
勝
（
四
）
（
其
の
財
政
に
及
ぽ
す
影
需
）
帝
国
財
政
の
将
来
（
二
）
栂
買
会
に
対
す
る
吾
人
の
希
望
米
価
の
前
途
如
何
第
四
〇
八
号
（
明
~
0·1―
-
·
―
―
五
）
0
金
の
下
落
と
財
界
の
影
評
（
五
）
（
其
株
券
に
及
ぽ
す
影
智
）
帝
国
財
政
の
将
来
(
-
―
-
）
起
業
の
進
捗
愈
よ
本
調
に
入
る
政
界
腐
敗
の
病
源
兌
換
券
の
膨
脹
(
-
=
）
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第
四
0
九
号
（
明
§
0•§•
写
）
0
金
の
下
落
と
財
界
の
影
密
（
六
）
帝
国
財
政
の
将
来
（
四
）
労
働
問
題
の
暗
流
株
熱
の
消
散
果
し
て
銀
行
の
責
乎
第
四
一
0
号
（
明
~
0-~·
―立）
°
金
の
下
落
と
財
界
の
影
評
（
七
）
今
後
の
金
融
と
財
務
当
局
の
責
任
新
事
業
の
将
来
第
四
―
一
号
（
明
匹
O
・空一立）
°
実
業
教
育
の
二
種
類
在
外
正
貨
の
残
額
如
何
物
価
の
将
来
を
論
ず
輸
出
貿
易
の
進
勢
第
四
―
二
号
（
明
~
o
•写•
写
）
0
金
の
下
落
と
財
界
の
影
響
（
八
、
結
論
）
公
債
未
募
集
残
額
如
何
起
業
界
今
後
の
運
命
第
四
一
三
号
（
明
m
o
•写
•
一
写
）
世
界
の
好
栄
気
尚
持
続
す
べ
き
や
否
や
°
高
橋
財
務
官
を
迎
ふ
株
式
市
場
の
前
途
東
京
博
煎
会
の
開
会
生
絲
市
価
の
奔
逸
に
就
て
第
四
―
四
号
（明
m
o
・詈
一
立
）
°
見
返
拡
張
と
保
証
拡
張
日
露
貿
易
の
将
来
正
貨
の
死
蔵
参
億
有
余
綿
絲
紡
絞
の
発
達
第
四
一
五
号
（
明
g
o
.
-
（
•
立
）
経
済
上
よ
り
見
た
る
支
那
の
将
来
°
予
言
の
的
中
を
悲
し
む
戦
を
辞
せ
ず
銀
行
準
備
金
の
充
実
を
計
れ
第
四
一
六
号
（
明
B
O•六・
一
写
）
対
米
問
題
と
輿
論
の
反
密
°
故
矢
野
二
郎
氏
の
一
周
忌
財
界
救
済
問
題
の
真
相
貿
易
の
均
衝
如
何
第
四
一
七
号
（明
m
o
・K・
―立）
°
財
界
救
済
の
最
良
策
日
仏
協
約
の
成
立
紐
育
市
場
の
恐
慌
と
我
株
式
界
第
四
一
八
号
（明
g
o
．七
・写）
°
進
党
と
見
返
品
日
露
協
商
論
(
-
)
第
四
一
九
号
（
明
P
J
O
•
七・
一
写
）
°
保
護
政
策
の
新
生
面
日
露
協
商
論
（
二
）
此
奢
修
の
流
風
を
奈
何
事
業
の
繰
延
多
々
益
す
可
な
り
第
四
二
0
号
（
明
四
0•
七•
―
―
五
）
韓
国
統
治
の
要
点
0
米
価
軌
道
を
脱
す
日
露
協
商
論
(
-
―
-
）
保
証
準
備
拡
張
問
題
第
四
ニ
―
号
（
明
四0•
八•
写
）
°
重
ね
て
金
の
下
落
に
就
て
如
何
に
し
て
歳
計
の
均
衝
を
恢
復
す
べ
き
(
-
)
株
界
復
活
の
兆
候
機
械
利
用
の
普
及
第
四
二
二
号
（明
§
0
・
<
・
一写）
°
現
時
に
於
け
る
物
価
騰
貴
の
特
色
如
何
に
し
て
歳
計
の
均
衝
を
恢
復
す
べ
き
や
（
二
）
再
び
韓
国
の
統
治
に
就
て
最
近
物
価
の
趨
勢
金
融
界
の
救
済
に
就
て
米
価
の
高
き
所
以
-172-・ 
天
野
鶯
之
雑
誌
掲
載
論
文
目
録
日
第
四
二
四
号
（
明
匹0•
九•
立
）
第
四
二
三
号
（
明
四0•
八·
―
―
立
）
日
露
協
約
の
成
立
（
北
方
牽
制
解
か
る
）
°
拙
劣
な
る
財
政
支
那
苦
力
の
輸
入
に
就
て
如
何
に
し
て
歳
計
の
均
衝
を
恢
復
す
べ
き
や
（
三
）
°
物
価
騰
毀
と
財
政
難
如
何
に
し
て
歳
計
の
均
衝
を
恢
復
す
べ
き
や
（
四
）
大
博
買
会
に
対
す
る
吾
人
の
希
望
第
四
二
五
号
（
明
匹O·
~
・
一写）
財
界
の
現
状
及
将
来
英
函
協
約
と
局
面
の
一
新
如
何
に
し
て
歳
計
の
均
衝
を
恢
復
す
べ
掛
長
束
京
大
学
明
治
新
聞
雑
誌
文
皿
西
田
元
店
野
本
学
総
長
室
校
史
沢
料
係
杉
本
本
館
特
別
注
料
室
き
や
（
五
）
米
価
騰
費
の
人
為
的
原
因
（
以
上
）
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